
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Mechanical Engineering (Night Course) [⇒Japanese]

Mechanical Engineering Laboratory 2 units (compulsory)

Teacher of Mechanical Engineering

Target〉 機械工学各分野に関連したテーマについて基礎的な実験を行うことによ
り，現象を理解するととも に，現象に対する法則性を見出す科学的，分析的
な感度を養う.

Outline〉 数人の班に分かれて，下記授業計画に記されているテーマに応じた実
験を行う．実験終了後は，結果をレポートにまとめ，発表 ·提出する．

Requirement〉 これまでに学習した機械工学科目を十分に復習しておくこと．
Notice〉 開始日に，実験題目と日程についての説明および安全教育を行うので必
ず出席すること．実験時は機械類を扱うので指導員の注意を十分に守ること．

Goal〉
1.様々な実験を通して，機械工学に関係する原理 ·法則や物理的現象を体験
し，各講義で修得した知識の理解を深める．

2.実験結果を分析し，考察する能力を修得する．
3.機械工学に関係する機器や計測装置の使用方法を修得する．
4.レポートの作成能力やプレゼンテーション能力を修得する．

Schedule〉
1.燃料の発熱量の測定
2.ダイヤルゲージの誤差解析
3. PID制御実験
4.シャルピー衝撃試験
5.表面粗さの観察と制御
6.冷凍機の性能試験
7.ボリュートポンプの性能試験

Evaluation Criteria〉 テーマ毎に実験を行い，各指導教員に実験報告書を提出し
て試問を受ける．受講姿勢および実習の態度 (60%)と報告書 (40%)から評価
し，60%以上を合格とする．全テーマ受講が必須．

Textbook〉 最初の時間に「機械工学実験指導書」を配布する.
Reference〉 特になし
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=215752
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Mizobuchi (M325, +81-88-656-9741, mizobuti@me.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: 毎週月曜日，17:00ー 18:00)
⇒当該年度の機械工学実験世話係

⇒それぞれの実験の担当教員
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